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は
じ
め
に
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
か

ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
並

び
に
ご
遺
族
の
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
市
政
な
ら
び
に
市

議
会
に
対
し
ま
し
て
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
、
平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
な
ら
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
誠
に
身
に
余
る
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
職
責
の
重
要

性
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
本
年
﹁
茂
原
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
﹂
及
び
﹁
茂

原
市
行
財
政
改
革
大
綱
第
５
次
実
施
計
画
﹂
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
計
画
に
基
づ
き
﹁
す
べ
て
の
市
民
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
茂
原
﹂
実
現
の
た
め
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
更
な
る
行
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
種
々
議
会
改
革

の
議
論
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
活
力
あ
る
議
会
運
営

を
念
頭
に
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
議
会
に
課
せ
ら

れ
た
役
割
を
全
う
し
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
最
善
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 議　　長

早　野　公一郎

副 議 長
勝　山　頴　郷

就

任

あ

い

さ

つ

　
平
成
₂₃
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
₂₃
日
か
ら
３
月
₁₆
日
ま
で

の
会
期
₂₂
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平
成
₂₃
年
度
茂
原
市
一
般
会
計

予
算
を
初
め
と
し
た
予
算
関
係
₁₃
議
案
並
び
に
茂
原
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

案
な
ど
₁₃
議
案
の
計
₂₆
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
定
例
会

中
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
発
議
案
２
件
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
日
に
は
正
副
議
長
の
辞
任
に
伴
い
選
挙
が
行
わ
れ
、
第
₃₂

代
議
長
に
早
野
公
一
郎
議
員
、
第
₃₁
代
副
議
長
に
勝
山
頴
郷
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

３ 月 定 例 会 平
成
23
年
度
予
算
な
ど
26
議
案

並
び
に
発
議
案
２
件
を
可
決茂原公園　桜まつり
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一
般
質
問

　
３
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問

は
、
３
月
２
日
、
３
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
８
名
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

関
　
好
治
　
議
員

（
も
ば
ら
21
）

問 

高
齢
者
の
見
守
り
事
業
を
推
進

す
る
た
め
、﹁
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
方
の
把
握
台
帳
﹂
を
作
成
し

て
い
る
が
、
活
用
方
法
及
び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
体
制
づ
く
り
へ
の
方
針
は
、

ま
た
身
寄
り
の
な
い
認
知
症
や
知
的

障
害
・
精
神
障
害
で
判
断
能
力
が
不

十
分
な
人
を
法
的
に
支
援
す
る
た
め

に
あ
る
﹁
成
年
後
見
制
度
﹂
の
取
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

単
身
高
齢
世
帯
見
守
り
事
業
に

つ
い
て
は
平
成
23
年
１
月
末
現
在
、

調
査
対
象
者
数
が
４
２
２
１
人
で
あ

り
、
台
帳
の
作
成
状
況
は
４
１
２
４

人
、
97
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
単
身
高
齢
者
台
帳
に
つ
い
て
は
、

急
病
な
ど
の
際
、
連
絡
先
の
確
認
等

に
活
用
し
て
お
り
、
今
後
、
災
害
対

策
や
孤
独
死
の
防
止
対
策
な
ど
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

個
人
情
報
保
護
の
問
題
も
あ
り
、
慎

重
に
検
討
し
た
上
で
、
各
関
係
機
関
、

地
域
の
方
々
と
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
理
念
に
基
づ
き
地
域
住
民

が
主
体
と
な
る
小
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
活
用
し
な
が
ら
、
支
え
合
い
・

助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

は
じ
め
と
す
る
主
体
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
総
合

相
談
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
の
相

談
件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度

９
人
、
21
年
度
13
人
、
今
年
度
は
１

月
末
現
在
26
人
と
年
々
増
加
し
て
い

る
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
制
度
の

概
要
や
利
用
方
法
な
ど
の
相
談
か
ら

経
済
的
虐
待
や
悪
徳
商
法
被
害
が
含

ま
れ
た
複
雑
な
相
談
ま
で
様
々
で
あ

る
が
、
必
要
に
応
じ
て
家
庭
裁
判
所

や
司
法
書
士
な
ど
の
法
律
家
、
社
会

福
祉
協
議
会
や
中
核
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
。
高
齢
者
人
口
の

増
加
に
伴
い
、
成
年
後
見
制
度
の
利

用
者
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
国
に

お
い
て
も
成
年
後
見
人
の
不
足
問
題

に
対
す
る
検
討
が
す
で
に
始
ま
っ
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
利
用
者
の
権
利
擁

護
の
た
め
、
成
年
後
見
制
度
の
相
談

体
制
の
充
実
と
普
及
、
啓
発
に
努
め

て
い
き
た
い
。

財
政
運
営
に
つ
い
て

中
山
　
和
夫
　
議
員

（
緑
風
会
）

問 

本
市
の
財
政
健
全
化
は
引
き
続

き
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
持
続
的
財

政
運
営
が
市
民
か
ら
も
強
く
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
対
応
を
図
る

為
、
今
後
の
土
地
開
発
公
社
へ
の
債

務
償
還
、
財
政
調
整
基
金
及
び
維
持

補
修
費
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答 

債
務
負
担
行
為
償
還
計
画
に

お
け
る
平
成
22
年
度
末
の
債
務
負

担
行
為
残
高
の
見
込
み
額
は
約

１
５
３
億
７
千
万
円
で
あ
る
。
残
高

解
消
の
財
源
内
訳
は
平
成
23
年
度
か

ら
最
終
年
度
ま
で
の
償
還
額
の
合
計

は
約
１
８
４
億
７
千
万
円
で
あ
り
、

そ
の
内
訳
は
地
方
債
で
約
３
千
万
円
、

土
地
売
却
費
で
約
19
億
２
千
万
円
、

一
般
財
源
で
約
１
６
５
億
２
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
22
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金

残
高
は
約
３
億
７
６
０
０
万
円
と
な

る
予
定
で
あ
る
が
、
今
後
も
一
般
的

に
目
安
と
さ
れ
る
標
準
財
政
規
模
の

５
％
程
度
、
約
９
億
円
を
目
標
と
し

て
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
決
算
剰
余
金

が
発
生
し
た
場
合
な
ど
に
は
で
き
る

だ
け
積
み
立
て
を
行
う
と
と
も
に
、

財
政
状
況
が
好
転
し
た
時
に
は
計
画

的
な
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
維
持
補
修
費
に
つ
い
て
は
平
成
22

年
度
ま
で
の
財
政
健
全
化
期
間
中
は

必
要
最
低
限
の
財
源
し
か
配
分
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
後
期
基

本
計
画
で
は
道
路
や
公
共
施
設
の
状

況
を
考
慮
し
た
増
額
さ
れ
た
計
画
額

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
予

算
編
成
に
お
い
て
は
枠
配
分
方
式
に

よ
り
前
年
度
予
算
に
基
づ
い
た
枠
配

分
を
行
い
、
さ
ら
に
増
額
分
を
枠
外

要
求
と
し
て
受
け
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

実
施
し
た
上
で
緊
急
性
、
必
要
性
を

考
慮
し
配
分
し
た
。
本
市
の
公
共
施

設
は
老
朽
化
が
進
み
、
多
額
の
維
持

補
修
費
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
後
期

基
本
計
画
に
お
け
る
今
後
10
年
間
に

お
い
て
、
緊
急
性
・
必
要
性
を
考
慮

し
た
上
で
、
年
度
ご
と
に
建
物
の
修

繕
や
道
路
・
橋
梁
の
補
修
費
を
積
算

し
て
計
上
し
た
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

勝
山
　
頴
郷
　
議
員

（
緑
風
会
）

問 

市
長
は
総
職
員
８
３
８
名
の

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
ま
す
。
全

職
員
が
市
民
の
為
に
常
に
や
る
気
・

勇
気
・
元
気
で
職
務
に
精
励
さ
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
、

高
揚
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答 

市
長
は
組
織
の
長
と
し
て
、
職

員
の
率
直
な
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ

と
が
大
切
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
職

員
と
直
接
対
話
す
る
機
会
を
設
け
る

よ
う
心
掛
け
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

管
理
職
に
対
し
て
は
部
長
会
や
部

課
長
会
に
お
い
て
情
報
の
共
有
を
図

る
と
と
も
に
、
種
々
協
議
の
時
間
を

設
け
て
い
る
。
若
手
職
員
に
対
し
て

は
庁
内
を
巡
回
す
る
際
、
積
極
的
に

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
茂
原
市
土
地
開
発
公
社
の
健
全
化
に
つ
い

て
・
救
急
医
療
体
制
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
へ
の
切
り
替
え
方
針
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
茂
原
駅
前
通
り
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て

・
に
い
は
る
工
業
団
地
に
つ
い
て

・
ひ
め
は
る
の
里
に
つ
い
て




